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研究成果の概要（和文）：相田洋明を編著者とする論集『ウィリアム・フォークナーの日本訪問――冷戦と文学
のポリティクス』を出版し、相田洋明はフォークナーの日本訪問中の行動を一日単位で検討し、さらに『長野で
のフォークナー』を分析した。森有礼は、フォークナーのメッセージが日本人の太平洋戦争の記憶・トラウマに
対する「文化療法」として機能した可能性を指摘した。金澤は訪日をはさんで発表された二つの作品、『墓地へ
の侵入者』（1948）と『町』（1957）を比較し、『町』に見られる楽観性の背後にフォークナーが長野で見いだ
した教育の可能性への信頼があったと結論づけた。

研究成果の概要（英文）：We published a collection of articles entitled William Faulkner's Visit to 
Japan: The Politics of the Cold War and Literature edited by Soda Hiroaki. Soda examined Faulkner's 
activities during his visit to Japan on a day-by-day basis and further analyzed Faulkner at Nagano. 
Mori Arinori pointed out the possibility that Faulkner's message functioned as “cultural therapy” 
for the Japanese people's memories and trauma of the Pacific War. Kanazawa Satoshi compared 
Intruders in the Dust (1948) and The Town (1957) and concluded that behind the optimism in The Town 
was Faulkner's faith in the educational possibilities he found in Nagano.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
戦後日本の文化史において重要な意味をもつフォークナー訪日であるが、研究はほとんど進んでおらず、日本に
おけるフォークナー文学研究の側からの論考もほとんどが散発のエッセイ的な回顧録にとどまっていた。本研究
の学術的意義は、この研究上の空白をうめ、フォークナーの訪日が日本文化に与えた影響を測り近年高まりを見
せる日米文化冷戦研究へ貢献するとともに、日本のフォークナー文学研究にこれまで必ずしも十分ではなかった
文化政治の領域からの視点を付け加えた点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
1955 年（昭和 30 年）のウィリアム・フォークナーの訪日は、冷戦期アメリカの文化外交の一

環であり、親米的な文化を西側諸国の一員たるべき日本に根付かせることが目的であった。戦後
日本の文化史において重要な意味をもつこのフォークナー訪日であるが、研究はほとんど進ん
でいない。まとまった論述としては藤田文子『アメリカ文化外交と日本』（2015）の第四章「ウ
ィリアム・フォークナーと日本」があるのみであり、たとえばフォークナーが日本で何をしてい
たかという一日単位の基本情報についても十分には明らかでない。 
とりわけ日本におけるフォークナー文学研究の側からの論考は、散発のエッセイ的な回顧録

を除けば、ほぼ皆無と言ってよい状況であった。日本でのフォークナーを描いたドキュメンタリ
ー映画 Impressions of Japan（『日本の印象』）もフォークナーの日本での対談・インタビュー
を収録した Faulkner at Nagano（『長野でのフォークナー』）も分析対象とならず放置されたま
ま 60 年以上が過ぎた。本研究はこの研究上の空白をうめることを目指すものである。 
 
２．研究の目的 

1955 年の 8 月 1 日から 23 日まで、フォークナーは国務省人物交流計画により訪日した。6 日
から 15 日までの長野における「アメリカ文学セミナー」への参加を中心に、東京と京都でも日
本の作家・文化人、英米文学研究者、ジャーナリスト、一般市民と対談・インタビューなどを通
して交流した。 

本研究は、冷戦期アメリカの文化外交の一環として行われた、このウィリアム・フォークナー
の日本訪問を、敗戦後 10 年、講和後 3 年の日本文化の状況のなかに位置づけ、フォークナー訪
日が戦後日本に与えた影響を検証するとともに、この訪問が作家の晩年のキャリアにおいてど
のような意味をもちえたかを探ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 

上記目的を達成するために、第一に、日本におけるフォークナーの行動の一日単位での詳細な
検証とドキュメンタリー映画 Impressions of Japanおよびインタビュー集 Faulkner at Nagano
の分析を行う。 

第二に、フォークナー訪日を、同時代の日本の具体的な文化状況（フォークナーが来日した
1955 年は 1954 年のビキニ環礁でのアメリカによる水爆実験とその被爆被害をきっかけとして、
全国的に戦後日本の国民的トラウマとも言える戦争と核に関する記憶がよみがえった時期でも
ある）と関連づけ、冷戦期の文化的・社会的・政治的文脈の中で再考する。 

第三に、訪日前後のフォークナーの作品を比較分析し、訪日が後期フォークナー文学に与えた
影響を測る。具体的には、訪日直後に書かれた『町』（1957）と、『町』と同じくギャヴィン・ス
ティーヴンズとチック・マリソンが登場人物・語り手として中心的な役割を果たす『墓地への侵
入者』（1948）を比較する。 
 
４．研究成果 

相田洋明を編著者とする論集『ウィリアム・フォークナーの日本訪問――冷戦と文学のポリテ

ィクス』（2022 年）を出版した。 

相田はフォークナー訪日研究の必須の基礎作業として日本におけるフォークナーの足跡を一

日単位で詳細に記述し、さらに『長野でのフォークナー』を分析した。『長野でのフォークナー』

が文化外交としての訪日という政治的イベントの記録文書から、フォークナー研究者必携の作

家インタビュー集『庭のライオン』（1968 年）という文学的テクストへと変貌するさまを略述し

たのち、『長野でのフォークナー』の内容を分析し、「日本の若者たちへ」でフォークナーは日本

とアメリカ南部のあいだに敗戦を媒介とする類似性を設定し相互理解の可能性を示したが、い

っぽうで戦後のアメリカ兵の振る舞いやアメリカの人種差別を巡るやりとりでは、差異と相互

理解の難しさが際立つ瞬間も記録されていることを指摘した。 

 森有礼は、日本人の太平洋戦争の記憶・トラウマの物語である『ゴジラ』（1954 年）とフォー

クナー訪日の同時期性に注目し、『日本の印象』を含むフォークナーのメッセージが日本人に対

する一種の「文化療法」として機能したことを論じた。本論において森は、第一に、冷戦期アメ

リカ文化外交におけるフォークナー来日の政治的意義と日本における戦後のフォークナー評価

の確立について「日本の若者たちへ」が果たした意義を文献実証的に検証し、第二に、『ゴジラ』

に表象される戦争のトラウマ的記憶に対して、フォークナーの訪日が一種の文化療法として機

能したことを確認し、第三に、こうした「文化療法」が戦後を通じて太平洋戦争に対する国民的

憂鬱症を再度抑圧し反復する結果となったと主張した。 

金澤哲は、訪日をはさんで発表された二つの作品、『墓地への侵入者』（1948 年）と『町』（1957 

年）（両作品ともにギャヴィン・スティーヴンズとチック・マリソンが登場する）を比較し、『町』

にはフォークナー作品にはまれな楽観性が見られることを指摘したうえで、この楽観性の背後



にフォークナーが長野で見いだした教育の可能性への信頼があったと結論づける。『墓地への侵

入者』は政治的なテーマが前景化されているとはいえ、冷戦以前の枠組みで書かれているのに対

し、『町』には「封じ込め」と「教育」という冷戦期に特徴的な主題を見出すことができる（ギ

ャヴィンによるスノープス主義とユーラのセクシャリティに対する「封じ込め」と同じくギャヴ

ィンによるリンダへの「教育」）。しかしもっとも注目すべき『町』の特徴は、ウォールストリー

ト・スノープスの刻苦勉励によるスノープス主義からの解放やリンダの東部名門大学への進学

に見られる「教育」に対する信頼とそれに基づく楽観性である。これはフォークナー作品にまれ

なものであり、その背景には長野セミナーでの真剣さと情熱に満ちた日本人学究たちとの交流

があった。そしてその後の日本におけるフォークナー研究の興隆は事後的にフォークナーの教

育への信頼を裏書きするものとなったと指摘した。 

また、2019 年長野市立長野図書館において公開講座「長野を訪れたノーベル賞作家 ウィリ

アム・フォークナーと長野」を開催し、金澤哲が総合司会を務め、相田洋明は講師として「ウィ

リアム・フォークナーと長野」のタイトルで講演した。 

 また、本研究は Michael Modak-Truran 監督によるウィリアム・フォークナーの世界初の伝記

映画 Faulkner: The Past is Never Dead（2023 年）の日本ロケ等の制作に協力し金澤はコプロ

デューサーを務めた。金澤、森は 2023年３月にミシシッピ州オクスフォードで開催された Oxford 

Film Festival における本作品の世界初上映プレミアに参加し、さらに金澤は Deborah Cohn, W. 

Ralph Eubanks, Robert Hamblin, Jay Watson 等とともに記念パネルディスカッションに登壇し

て、フォークナーの日本への影響および現代における重要性について語った。 
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